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日英 非 単 語 の 復 唱 能 力 は 英 語 学 力 に か か わ る か
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1． 序　論

L1 ． 問題 の 所在

　中学校や 高 等 学 校 の 英 語授 業 に お い て 、 復 唱 は基 本 指 導 技 術 の ひ とつ で あ る 。

それ は 、 反 復練習 、 模 倣練習 、 発音練習 、 口 頭練習 、
シ ャ ドーイ ン グ

、
Mim ’mem

な ど名称 は 異 な る が 、
い ずれ も教 師が 言語 刺 激 を 呈 示 し、学習 者 はそ れ を復 唱

す る 。 た とえ ば 、 新 し い 課で の 導入 に お い て
“
furniture

”
が新 出語 で あれ ば 、

教師 自身 が 、 あ る い は 音声 テ
ー プ に よ っ て 、 そ の 語 を 口 頭 呈示 し、学習者 が 復 唱

す る 。

　語 レ ベ ル に 限定す る と、 ク ラ ス で
一斉 に 復 唱す る 場合 は 、 ス ム ーズ に な され 、

取 り立 て て 論ず べ き問題 は な い よ うに 見 え る 。 しか し 、 個 々 の 学 習者 に 注 目す る

と 、 正 確 さ と 反応潜 時 に お い て 微 妙な 個人 差が 存在す る と思 われ る 。 す な わ ち 、

外 国語 適性 検 査 （Carroll＆ Sapon
，
1957 ）の 復 唱 部門 は 、 外 国語 と して の 英語 学習

開始 時 に 音連鎖復 唱能力差が 存在 す る こ と を示 すが 、そ の 復唱能 力 差 は 、少 な く

とも初級 段 階で は 持続的 に 存在 し て い る は ず で あ る 。 しか し、英語 学習過 程 を

長期的 に見 た 場 合、そ の 復 唱 能 力 の 個 人 差 の 推移 の 実態 は 、 ほ とん ど不 明 で ある 。

こ こ に さま ざまな 研 究課 題 が 惹起 され る。そ の 能力差 は 、英語学習経験 を積 ん だ

段 階で 、 消 失 す る の か 、残 存 す る の か 、あ る い は増長 す る の か 。 そ れ は 、 英語

学力 とか か わ る の で あ ろ うか 。 か か わ る とす れ ば 、 どの よ うな か か わ り方 を し て

い るの か 。 そ もそ も 、 そ の 能力 差 は 、 ど こ か ら生 じ る の で あ ろ うか 。
こ れ らの

一
般 問題 が本研究 の 出発 点 に あ る 。

L2 ．　理 論的 背景

　語 の 復 唱 は 、 音 韻 短期 記 憶 に か か わ る言語 活 動で あ り、短期記憶研 究の 中で

理 論的 な位 置 づ けが で き る。 こ れ ま で い く つ か の 理 論 的 モ デ ル が 提 唱 され て きて

い るが 、 本研 究で は 、
Alan 　Baddeley が 中心 とな っ て 展 開 して きた 音韻 ル

ープ の

モ デ ル （e ．g．，　Baddeley ＆ Hitch，1974；Baddeley，　Gathercole ，
＆ Papagno

，
1998 ；

Baddeley ，
2003ab ）に 部 分的 に 依拠 す る 。

　 Baddeley 　et 　al ．（1998 ）に 基づ く と、

音韻ル ープ は 音 韻長 期 記 憶 と連動 す る。入 力 され る音韻刺激 は 、音韻ル
ー プ で

処 理 され る と音韻長期記憶庫 に入 力 され る 。 そ の 処 理 過 程 にお い て 音韻長 期記 憶

の 支援 を受 け る 。 音韻ル ー プ は、下 位 部 門 で あ る短期記 憶庫 と構音 リハ
ーサ ル

部門か らな る 。 入 力 され る音 韻刺激 は 、短 期 記 憶 庫 に 2 秒 く ら い 保持 され る が 、

そ れ を過 ぎ る と消 滅 す る。 それ を保 持す る た め に は 、無 声発話 リハ
ーサル 部 門 で

反復活 動 をお こ な う必 要 が あ る 。
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　 本 稿 で は 、音韻 ル ープ の 2 つ の 部 門 自体 に お け る個人 差 は 存在 しな い 、 つ ま り

短 期記 憶庫 の 容量 の 大小 お よび リハ
ー サル 機 能 の 優劣 に は個 人 差 はな い 、 と仮 定

す る。 短期 記 憶研 究 は多 くの 不 明 な 閙題 を残 して お り（e ．g．，　Cowan ，
2000）、音韻

ル ー プ の 個 人 差 もそ の ひ とつ で あ る 。 これ ま で に 、 こ の 部門 自体に お い て 個人 差

が存 在 す る こ とを示 唆す る研 究は存在 し ない 。そ うす る と、入 力音韻刺 激保 持率

は 、 音韻ル ープ と連動 して い る音韻長 期 記 憶 に も っ ぱ ら左右 され る こ とに な る 。

これ は Cowan （1993）の 短期記憶 を長 期記 億 の 部分集合 とす る考 え方 に 類似 し て

い る 。 同様 に 、 本研究で は 、 音韻刺 激 の 聴 覚分 析 や 音 韻知覚 自体 の 個 人差 も無視

で き る もの と し、実 際 に観察 され る こ れ らの 個人 差 は、長期 記 憶 を反 映 す る と

仮 定 す る 。 こ の よ うな理 論 的枠組 み の 中 で 先 行 研 究 を見 て み る と 、 Gathercole
，

Service
，
　Hitch　et 　al ，（1999 ）は

、 英語 非単語 を用 い て 英語音 素配 列知識 の 高 い

英語児 と低 い 英語 児 を対象 と して 復 唱 実 験 をお こ な い
、 前 者 の 成績 が 高い こ とを

実証 し た。 こ れは 、音韻長期記憶 に 存在す る英語音韻体 系が 英語 非単語 刺激 の

再 統合 （redintegration ）に及 ぼ した効 果 と解釈 で き る か も しれ ない 。

　
一

方、第 2 言 語 学習 者 の 音 韻短 期 記憶 に 関す る研 究 は 、乏 し く、不 十 分 で あ る

（Ardilia，2003）。嚼矢 とな る研 究 と して 注 目 され る Service（1992 ）は 、第 2 言 語

の 語復 唱 能力 とそ の 第 2 言語 学 習能 力 と の 間に 有意 な相関 を報告 した 。 しか し 、

母 語 の 語復 唱能 力 に つ い て も検査 を お こ な っ て い る もの の 、そ の 復 唱 能 力 に 天 井

効 果 が 見 られ 、音韻短 期 記憶が そ こ に 関 与 して い るか 否 か の 判 断 を下 して い な い
。

Thorn 　and 　Gathercole （1999）の 2 言語 を使 用する子 どもを対 象 と した 非単語

反 復実 験 で は 、 優勢 な L1 に お ける 非単語 反 復 の 成績が 高か っ た とい う報 告 に

とどま っ て い る 。 ゆ え に 、母 語 非単語 復 唱 の 個 人 差 が 第 2 言 語 の 未 知 語 ・非単語

復 唱 に か か わ っ て い るか ど うか と い う重 要 聞題 は未解 決の ま ま で あ る。

　 こ の よ うな背 景 か ら 日本 人英語 学 習に っ い て 考察 し て み る と、初 学者 の 場 合 、

音韻長 期 記 憶は 日本 語 音韻 知 識 か ら構 成 され て い る の で 、英単語 復 唱 に お い て も

個 人 差 が 見 られ る とす るな らば 、 それ は 、 主 と し て H 本語 音韻長期 記憶 力 の 差 に

帰す る こ とが で き る 。それ に 対 し て 、英 語 学 習 経 験 を積 ん だ 学生 の 場合 は 、英語

音韻知 識 が 加 わ る の で 、 そ の 重 み づ け に よ っ て 、 英語 音韻長 期記 憶 の 比 重が増す

で あ ろ う。

　そ こ で 、 も し 日本語 音韻長 期 記 憶 庫 に 関 して 大 学 生 間 に有 意 差 が な く 、 英語 の

音 韻長期記憶力 の み に 差が ある とすれ ば、英語 的な 非 単 語 が刺 激 項 目 とな る揚 合 、

英語学力 の 高い 学生の ほ うが 低 い 学 生 よ りもそ の 復 唱成 績 は 高 くな るで あ ろ う。

し か し 、 も し外 国語 適 性検査 が測定す る獲得性 母語 長 期 音韻記 憶 の 個入 差 が 残 存

した り 、 増長 L た りす るの で あれ ば 、 日本 語 的 非 単語 が 刺 激語 に な る場 合 、英 語

学力 の 高 い 学 生 の ほ うが低い 学生 よ りもそ の よ うな非単語 の 復 唱 成績は高 くな る

で あ ろ う 。 そ れ ゆ え、英語 学力 の 異 な る学生 群 を対 象 に 、 日本語 的 非単語 と英語

的非単語 を復 唱課題 の 刺激 語 とす る な らば、上 述 した
一

般 問題 に 対 す る基 本 的 な

解 を得 る こ とに な るで あ ろ う。

1，3。 研 究目的

　 本研 究は 、 第 2 言語 と して 英語 を学習 して い る 日本 人学生 を対 象 と し、 日英 語

の 非単語 を用い 、長 期記 憶の か か わ りを検 討 す る。上 述 の よ うに 、本 研 究 で は 、

特定刺激 の 再 生 率を長 期記 憶庫の 効 果 と仮定 した の で 、 非 単語 再 生 率 に 基 づ い て
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長期記 憶庫 の 様態 を推定 で き る。

　 日本 語 項 目につ い て は 、 日本語 へ の 類似 度が 高い 非 単語 と低い 非単語 の 2 群 に

わ け た 。 ま た 、被験者 に っ い て は 、英語 学力に 応 じ て 、 上 位群 と下 位群 に わ け た 。

した が っ て 、つ ぎの よ うな問題 が 設 定 で き る。

（1） 上位群 は 、 全 般 的 に 下位群 よ り も復 唱率 が 高 い か 。

（2）　日本語 非単語 の ほ うが英語 非単 語 よ りも復唱 率 が 高 い か 。

（3）　 日本語 の 語の 類似度 を操作 し た場合 、 高類似非 単語 と低 類 似 非 単 語 の 復 唱 率

　 　 に 差は あ る か 。

（4） 英語 学力 と 日本語類似度 に 交互 作用 が存在す る か 。 た とえ ば 、上位群 は 下位

　　 群 に 比 べ て低類 似 非単語 に お い て よ り高い 復 唱率 を示 す か g も し Service

　 　 （1992）の 結果 に 普遍性 が あ るな ら、 こ こ で は 否定 的 な 結 果が 得 られ る こ と

　 　 に な る 。

（5） 本 研 究 は、刺激語 再 生 を
一

般的短 期記憶 の
一例 と し て 見て い るが 、そ うす る

　 　 と、と くに 日本 語 非 単語 の 場 合 、 位置 別 の 拍 再生 率 を見 る と 、 短 期記 憶実験

　 　 で し ば しば見 られ る よ うな系列効果 が観察 され る で あ ろ うか 。

　 本 研 究 の 目的は 、 こ れ らの 問題 に 実証 的 に 答 え る こ とで あ る。ま た 、得 られ た

結 果 に基 づ き、英語 教育 に お い て 示 唆 的考察 をお こ な う。

2． 方 　 法

2．1． 被 験 者

　広 島大 学 1 年 生 の 英 語 上位 群 22 名 、英 語 下位 群 13 名が 被験者 とな っ た
。

上 位

群 は 、TOEICIP が 500 点 以上 、 下 位群 は 、 300 点未 満 で あ っ た 。下位 群 は 、

夜間 主 コ
ー

ス の 学生 で 、 高校卒業後 、 英語 学 習を 中断 した 社会人 が 半数近 くを

占め て い る 。 上 位群 は 、中学 校以 来 、英 語 学習 を継続 中の 学 生 で あ る。年 齢 は 、

自己 申告 で 得 られ た学 生 に 限定 され る が 、上位群 は 、 18 −24 歳 （n ＝ 15）、 下位群

は 、 18−50 歳 （n ＝ 11）で あ り、有意差 が あ っ た【t（24）＝ 2．58，p ＜ ．05］。 こ れ に

つ い て は 、得 られ た結 果の あ とで 若 干 の 考察 をお こ な う。

2．2． 実験材 料

　復唱課題 に お け る 非 単 語 は 、 日英 語 の 2 群 か ら構成 され た 。 日本 語 非 単 語 は、

7 拍か ら な り 、 今栄 （1960 ）の 2 拍連 鎖頻 度 に基 づ き、高頻 度群 （n ＝ 10）お よ び

低 頻度 群 （n ＝ 10）に わ けた 。 前者 の 中の 最 低頻 度 非単 語 の 頻 度は 後 者 の 中の

最高頻度 非 単 語 の 頻 度 よ りも十 分高 く、
こ れ ら 2 群 は 、 2 拍連 鎖頻度 が ま っ た く

異 な る母 集 団 か ら抽 出 され た と考 えて よい 。

　拍頻度 自体 に つ い て は 、 両群間 に 有意差が 認 め られ た 。 堀 田 （1984）の 成 人

発話 に お け る拍頻度 に 基 づ く と 、 中央 値 拍 頻 度 は 、前者が 23 、 後者 が 14 で

あ っ た 【F（1，
138）＝ 15．5

， p ＜ ．001．）。 した が っ て 、拍頻 度 自体 も両 非単語群 で

異 な る こ と も留意す る 必 要 が あ る 。 ま た 、平均 音 素数 に っ い て は 、高頻度 群 が 12．4

（SD ＝ 1．3）、 低頻 度群 が 13．4 （SD ＝0．5）で 、有 意 で あ っ た （p く ．05）。 こ れ は 、

後者 に CV 開音節 が多 い こ とに よ る。

　 英 語 非 単語 （n ＝ 10）は 、Gathercole，　Willis，
　Baddeley 　et 　aL （1994） か ら借用

した 。 す べ て 5 音節か らな り 、 平均 音素数は 、11．8 （SD ＝ 1．2）で あ っ た 。 日本語

非 単語 群の 音節数 と比 較 す る と、低頻 度 群 よ りも有意 に 少 な か っ た （p く ．01）。
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これ は 、英語 非 単 語 が重 音節 か ら形 成 され て い る こ とに よ る。

　実 験項 目 は 、 擬 似無 作為配 列 と し 、 同
一

群 に属す る非 単語 が連 続 しない よ うに

統 制 し た 。 実 験 項 目 （n ＝ 30）と練習項 目 （n ＝ 3）は、録音室 で カ セ ッ トテ ー プ

に 録 音 した 。 録 音者 は 、 第 1 著者 で あ る 。 項 目間の ポーズ は お よそ 3 秒で あ っ た 。

2．3． 手続 き

実験 は 、静か な小 教 室 ま た は 実験室で 個別 に お こ なっ た。実験項 目呈 示 用 と反 応

録音用 に テ
ープ レ コ

ー
ダ を 2 台用 意 し、実験者 は 、 口頭 反 復 課 題 の 趣 旨を 口頭 で

説明 した 。 質問が あ る場合 は そ れ を受 け、被 験者 が 納得 し た あ と、練習項 目を

呈示 した 。 そ の 後 、 さ らに 質 問等が な けれ ば、実験 項 目 を呈 示 し、 同時 に 反 応 の

録音 を開始 した 。 すべ て の 被験者 が 途 中で 休 憩 を とる こ と な く終了 した。 疲労 や

注意の 散漫 な どは 、 と くに 認 め られ な か っ た 。

3． 結　果

　非単語群 別 に み た 被 験者群 の 平均 復唱率（正 反応 率）は 、 図 1 の よ うに な っ た
。

分 散 分析 は 、被 験者分 析 （Fl）と項 目分析 （F2）の 両方 をお こ な っ た（Clark，1973）。

3 × 2 の 分 散 分 析 の 結 果 、被 験 者 群 の 主 効果 、 非単語 群 の 主 効果 、 非 単 語 群 X

被験者 群の 交互 作用 は 、被験者分 析 と項 目分 析 の い ずれ に お い て も有意 で あ っ た 。

被験者分析 で は 、 そ れ ぞ れ F1（1，
33）＝ 16．53

，
　p 〈 ．001

，
　Fl（2 ，

66）＝ 118．14
，

p く ．001，F1 （2，66）＝ 4．82，p 〈 ．05、項 目分析で は 、それ ぞれ 、
　 F2 （1，27）＝ 　39．11，

p く ．OOI ，
　F2 （2， 27）＝ 13．06 ，

　p ＜ ．OOI ，
　F2 （2，27）＝ 33．3

，
　p く ．Ol 、 で あ っ た 。

非

単

語

再

生

率

100％

95％

90％

85％

80％

75％

＋ 上 位 群

一●一下位群

高頻度 日本語 低頻度 日本語　 　 英語

図 1　 非 単語 群 別 に みた 被験 者群 の 平均復 唱率 （％）

した が っ て 、序 論 の （1）か ら（4）ま で に っ い て は 、す べ て 肯定 的 な答 え とな る 。 具 体

的に、上位群 は 、下位群 に 比 べ て 低類似非単語 に お い て よ り高い 復唱率 を示 し た 。

よ っ て 、Service （1992 ）は母 語 復唱 率 に個 人 差 を見 出 す こ とが で きな か っ た が 、

本研究 に お い て 母 語 に お い て も個人差 が存在す る こ とを実証 し た こ とに な る 。

　 こ の 第 4 の 結果 に 関連 し て 、日本語高類似 非単語の 平均復 唱率 に つ い て 見 る と、

上 位群は M ＝ 98％、下位群 は M ＝ 95％ で 、有意差の 傾 向 が 見 られ た ［tl（13．2）＝
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2．00
， p ＜ ．07 、　 t2（9）＝ 3．08，　p ＜ ．05］。 こ の よ うに 、 高 類似 非単語 に お い て も

被験 者群間 に 有意差が み られ た こ とは 注 目され る 。

　第 5 研究課題に つ い て 、 被験 者群別 に 非 単語群 の 系 列効 果 をま とめ る と、図 2

に示 す結果 が 得 られ た 。 被験者群別 に 見 る と 、 そ れ ぞれ 拍位 置 の 主 効 果 は 、 有意

ま た は有意 の 傾 向 を示 した 。 す な わ ち、上位群 で は 、 Fl（6 ，
126）＝ 1．72

，
　p く ．12

，

F2 （6
，
108）； 2．36

， p く ．05、下位群 で は 、Fl（6，
72）＝ 2．07，　p ＜ ．07 ，

　F2 （6 ，
108）ほ 4 ．21

，

p 〈 ．001 で あ っ た 。 ま た、興味深 い こ とに 、 交 互 作用は 、 上 位群 は有意で あ っ た

が 【F1 （6，
126＞＝ 3．46 ，

　p 〈 ．01 ，
　F2 （6 ，

108）羅 4，78
，
　p く ．OO1］、 下 位群 で は一

貫性 が

見 られ なか っ た ［F1（6，72）　tt 　1．94，　p く ．09，　F2（6， 108）＝ 3．06
，
　p く ，01］。 こ れは 、

上 位群の 高類似非単語 に お い て の み 系列 効果 が 見 られ な い こ とに よ る 。 上位群 に

と っ て は、高類似弗単語 の 復唱 は 容易 で あ る こ とを意 味 して い る 。
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位
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再

生

率

95％

1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7

　　　　 　　 拍位置
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　率
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　 　 95％
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　　　　　　　　　　　　　拍位置
　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　下位群

図 2　 上位群 と下位群に お け る非 単語群 の 拍位置の 系 列効果（％）

一方 、両群 の 低類似度非単語 で は 、 典 型 的 な親 近効果 が 見 られ る 。 し た が っ て 、
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非 単語 復唱行為 を音韻短期記 憶理 論 の 中で 考 察す る こ とは 妥 当で あ る と言 え る 。

英語非単語 に つ い て は 、語 尾 に お い て 低下 が 見 られ た が 、 音節区分 が あい ま い で

あ り、母 音挿入 もし ば しば起 こ っ て い て 、 系列 位置効果 の 検討が 困難で あるた め

に 分析 は お こ なわ なか っ た 。

4． 考 　察

　本研 究 で は 、英語 学力 の 高い 学生 と低 い 学生 をそ れ ぞ れ 上 位群 と下位群 と し て 、

日本 語 非 単語 と英語 非単語の 復 唱課 題 を実施 し た 。 日本 語 非 単語 は 、 2 泊連鎖 の

頻度に よる 日本語単語 の 類似度 を 定め 、 高類似葬単語 と低類似 非単語 に わけ た 。

明 らか に な っ た結果 は 、以 下 の とお りで あ る 。

（1）　上位群 は 、 全般的に 下位 群 よ りも復唱率が 高い
。

（2）　日本 語 非 単語 の ほ うが英語 非単語 よ りも復 唱 率 が 高 い
。

（3）　日本語 の 高非単語 の ほ うが低 類似非単語 よ りも復 唱率が 高い 。

（4） 英語 学 力 と E 本語 類似度に 交互 作用が 存在 す る 。

（5）　 日本語 非単語 は、 7 拍 か らな る が 、 7 つ の 位 置別 の 拍再 生率 を 見 る と、短 期

記憶実 験で 見 られる よ うな系列 効果が 観察 され る 。

　 まず 、第 2 と第 3 の 結果 に つ い て 、 音韻長期 記憶 の 効果 と 見 る こ とが で き る。

第 2 言語 と して の 英語 音韻 体 系は 、 音韻長期 記憶 庫に お い て 日本 語 音韻 体 系 ほ ど

十 分 に 整 っ て い な い た め 、英語 音韻 ル
ープ の 処理 効率 が低 く 、 そ れ が 復唱成績に

反 映 した と考 え られ る 。 H 本語 非 単 語 の 高類似 度 群 と低類似度群 の 差 に つ い て は 、

音韻長 期 記 憶 庫が 日本 語 拍 連鎖頻度 に 基づ い て 構 造化 され て い る と解釈 で き る 。

た と えば、子 ど もが 「ツ ベ ル ク リ ン 」 を 「ツ ベ クル リン 」 と誤 る こ とが あ る が 、

こ れ も 日本語 現 象 と し て 「ク ル 」 の 頻度 （600 ）が 「ル ク 」 の 頻度 （225 ）よ り も

高 く、それ が 子 ども の 音韻長期記憶庫 に順 位づ け られ て い て 、錯語 を引 き起 こ す

と考 え られ る。

　 つ ぎ に 、 第 2 と第 3 の 結果 に 関連 して第 1 の 結果 を見 る と、被験者 を固定 した

場 合、刺 激項 目の 頻度 が復唱率 に影 響 を及 ぼす が 、刺 激 項 目を固 定 した 場合に は 、

被験者 の 音韻長期 記 憶 庫の 関連 音韻項 目の 頻度差 が被験者閼の 復唱 率の 差に 反 映

す る と結論で きる。すなわ ち 、 上 位群 は 、 日本語 に お い て も音韻長 期記 憶庫 に

質量 的 に優 れ た音韻体系 を保持 して い る 。 そ の 音韻体系の 形 成は 、そ れ まで に

入 力 した 日本語発 話の 量 と質に よ る と思わ れ る 。 音韻ル
ープ に入 力 され る豊 か な

言 語 刺 激 は豊 か な音韻長期記憶庫 を育成す る くcf．　Hart ＆ Risley
，
1995 ）。 そ の

音韻長期記憶庫は 、語 彙学習を促 進 す る とい う好循環 を生む 。

　 した が っ て 、第 4 の 英語 学力 と 日本 語 類似度 との 交互 作用 は 、 日本語 の 優れ た

音韻長期記 ｛意庫 を有 す る上位群 溺 低類似非単語 の 復唱に お い て も相対 的落ち込 み

が小 さ い とい う解釈 に な る 。 上 位 群 と下位 群 の 復 唱率の 差が 日本 語低類 似非 単語

と英語 非単語の 間 で 拡 大 して い る が 、 そ れ は 日本語音韻 長期記憶 庫 と英語学習 の

合 併効果 に 帰す る こ とが で き る 。

　第 5 の 結果 に つ い て は 、筆者 らの 知 る 限 り 、 非単語 内 の 系列 効果 を示 し た の は 、

本研 究 がは じめ て で あ る。 これ は 、 今後の 音素 ・拍 レ ベ ル で の 誤 りの 分析 に重 要

な意味 をもつ 。第 5 と第 6 拍 の 復 唱率 が低 くな っ て い るカS、それ はそ こ の 音素や

拍 が本来的に 再 生 困難 で あ るわ け で は ない の で 、 そ こ に位置 す る音 素 ・
拍 の 分析
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は、慎 重で なけれ ば な らない
。 なお 、 図 2 に お い て 、上位群 は 高類似度非 単 語 の

場 合に 系 列 効果 が 見 られ な い が 、 そ れ も音韻長期記 憶機能 を示 して い る、 と解 釈

で き る 。

　 以上 、
こ れ らの 結果 を総合す る と、本研 究表題 の 「日英語 非単語 の 復 唱 能 力 は

英語学力 に か か わ る か 」 とい う問い に 対 して は、肯 定 的に答 え る こ とがで き る 。

本 研 究 は 、Service（1992 ）の 第 2 言語 復唱 能力 と第 2 言語 学力 との 相 関 に対 し て 、

第 1言語 復 唱能 力 の 第 2 言語学力 へ の か か わ り とい う薪知 見 を加 えた こ とに な る 。

　 さて 、 こ れ らの 結果 か ら 、 英語教 育現場 に さま ざま な示 唆や提言 をす る こ とが

で きる 。 序論で 述 べ た よ うに 、復 唱 は 基本 指導 技術 で あ る。本 研 究 で 用 い た 長い

語 が 教材 に なる こ とは 少 ない が 、短 い 語 の 場合 、 すべ て の 学習者 が 問題 な く音韻

ル ープ を機 能 させ て 、復唱 で き るの で あ ろ うか 。 観察 しに くい か も しれ な い が 、

反 応潜時 の 遅れ とい っ た 微細サ イ ン が あ る か も しれ ない 。 も し教師 が それ を感 知

し、そ の よ うな 語彙項 目 を集積す る な らば 、学 習 困難 語 彙項 目の 特性 を把 握 す る

こ とが で き 、 新た な対応が 可能 に な る か も しれ な い 。 こ れ ま で の 指 導 技術 と して

の 復唱を 、 英語 学力 を反 映す る言 語 活 動 と捉 えて 、 き め細か い 言語 教育の た め の

情報源 とで きる 可 能性 が 広 が っ た と考 え られ る 。

　 本稿 で は 、 語 レ ベ ル の 復 唱を扱 っ た が 、 こ こ で の 結果 は 、句や文 レ ベ ル の 復 唱

に 外挿 で き る と思われ る。た とえば、中 学 レ ベ ル の 口 頭練習の 場合、
‘‘Peter，　Bob，

and 　Jack　are 　high　school 　students
”

は 8 項 目か らな るが 、 こ れ を復唱 す る の が

困 難で あれ ば 、
“ Peter

，
　Bob

，
　and 　Jack　are 　students

”

の 6 項 冒で 口 頭 練習 す る。

あ る い は 、 基本 的 な発音指 導原 理 を異 に す るが 、
“Peter

，
　 Boban

，
　Jackar　 high

school 　students
”

の 自然発 話 に 近 い 6 項 目に す る と うま く復 唱が で き るか も しれ

な い
。 も し こ れ ら も難 し い よ うで あ れ ば 、

“
Peter　 and 　 Bob 　 are 　 students

”
や

“ Peteran　Bobar 　stu δents
”

の よ うな模 索 的 な試 み をお こ な うべ き で あ ろ う。 とも

あれ 、学習者 が 復 唱 で き る こ とが 必 要 で あ る 。 な ぜ な ら、本 稿 で 仮 定 した よ うに、

復 唱 は も っ ぱ ら音韻長期記 憶 に 依 拠 す る需 語 活 動 で あ る とす る と、音韻長 期 記 憶

は 、
一

朝
一

夕に 向上 で きる認 知部門 で ない の で （山 田 ，
1985

， pp ．89・90）、音 韻

ル
ープ が機能 で き る言語刺激 を使 用 し なけれ ば、学習が成立 しが た い か らで ある 。

　最後 に 、 本研 究の 限界 に っ い て 2 点言及 して お きた い 。 まず 、 被験者の 選 定 で

年齢 を統制 で き な か っ た 。 被験者数が 少な い の で 、断定は で き な い が 、 年齢効果

が か か わ っ て い る よ うに は 見 え ない 。 しか し、年齢を統制 し た追実験 をお こ な う

こ とが必 要 で あ る 。 も うひ とつ は 、 第 2 著者 の 所見 で あ る が 、 本研 究 で は 、 音韻

ル ープ の 2 つ の 下位部 門 自体 に 個人差 は な い と仮定 して 論 を展 開 した 。 研 究 の

草創期 に あ っ て は 、 穏当 な仮説 と思わ れ る が 、 音韻短期記憶庫 に 本 来 的 な 個人 差

は あ り うる。ま た 、獲 得 的 に音韻 短 期 記 憶容 量 が 増大す る 可能 性 も否 定 で き な い 。

同様 に、聴 覚分 析 な どの 生 得 的 個 人 差 の 問 題 も あ り得 る 。 も し そ うな らば 、上 位

群 の 成績 の 何％ か は、 そ の 差 か ら生 じた こ とに な り、英 語 学習 の 効 果 か らそ の 分

を差 し引 くこ とに なる 。

付 記　本稿 にお い て 、 非単語 内 の 系列 効果 を示 した の は 、本 研 究 が は じ め て で

あ る 、 と述 べ た が 、 脱稿後 、 Gupta 　et　aL （2005）が英語非単語 の 系列効果 を報告

して い る こ とを知 っ た 。 Gupta 　et 　al．を吟 味 して み る と、 つ ぎ の 問題 点 が あ る 。
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音節変数 を制 御す るた め に 、主 要 実験 とな る 実験 3 に お い て 、 CV を 構成 素 と

した 非 単語 を刺激 材 料 と し て い る
。

し か し、それ は 英単語の 特性 か らは ず れ 、

結局 、無意味音節 つ づ りの 再 生 実験 に 帰 し て い る 。

一方 、本 研 究 は 、 拍言 語 と

して の 日本語の 構 造に 合 う日本語 非単語 を作成 し 、 使 用 した 。

謝辞 　本稿 に 関 して 、 査 読者か ら有益 な ご示 唆 を い た だ き、感 謝 申 し上 げた い
。

なお 、査読者 か ら作動 認 憶 に 言及 す べ き旨の 指摘 を受け た が 、作動 記憶 と短 期

記 憶は Pa　一で は な く（e．g．，　Ackerman ，
　Beier

，
＆ Boyle

，
2005 ；Jarrold ＆ T｛）wse ，　in

press ；Unsworth ＆ Engle
，
2006 ）、 本研 究は 、 短期記 億 に 限 定 して お り 、 作動

記憶 の 記述 は 割愛せ ざるを え な か っ た 。 本研 究は 、第 1著者 の 博士 論文 の
一

環 と

し て 、また 、第 2 著者 の 平成 1＆ 17 年度文 部 科学省科学研究助成（No ．16510143 ）

に よ る補助 の も とに実施 され た 。
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　 付表

刺激材料

日本語非 単語

高類似 非単語 群

1．あ た くさ くる い

2．きなか ら くせ ん

3．そ うなか し くせ

4、て きな くし っ か

5．なるい こ とも う

67890　

　

　

　

1

は ん け るい せ い

ま た し ら し き に

よす うい ま えん

れ ん け る い こ の

め い て きなか ら

低 類 似 非 単語 群

1．あ くつ せ う て さ

2．き ね け う け そ し

3．そ お ぬ こせ けて

4．て か ね き さた そ

5．な ろ あ こ て み は

6
ワ・

890

　

　

　

　

1

ふ くせ ち け ほ ぬ

ま らや き つ に え

よ は けぬ ふ そひ

そ うの か そひ ほ

め つ て うの は け

−凸

234pO

英語 非 単語

altupatory

confrantually

defermication

detratapillic

pristoractional

ロ
　

　
ユ
　

　

ロ
　

　
ロ
　

　

つ

67890　

　

　

　

1

reutterpation

sepretennial

underbrantuand

versatratio 亘lst

voltularity
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